
反田恭平さん応援レポート

反田恭平ピアノ・リサイタル2017
全国縦断ツアー
2017年７月28日（金）
富山県教育文化会館

全国13都市での縦断ツアー
７月８日(土)を皮切りにスタートした反田恭
平さんのリサイタル・ツアー「反田恭平 ピア
ノ・リサイタル2017 全国縦断ツアー」。
全国13か所にて開催される予定で、これま
でに川崎、静岡、名古屋、長岡と続き、この
日の富山公演が５公演目。

２か月にわたり展開されるツアーには、２種
類のプログラムが用意されている。ショパン
のエチュードを軸にしたプログラムⅠと、
リストのソナタを軸にしたプログラムⅡ。
この日の富山公演ではプログラムⅠが
予定されている。

会場の富山教育文化会館に向かうと、すで
に多くのお客様。開場時間とともに場内に
人が溢れる。
「・・・（富山に）いつまた来てくれるか、わか
らないから、絶対来なくちゃと思って・・・」と
の会話が聞こえてくる。チケットは早くに完
売。満員の会場に着席した。

＜全国ツアー日程＞
7月8日（土） ＠ミューザ川崎シンフォニーホール
7月13日（木） ＠静岡音楽館
7月15日（土） ＠愛知県芸術劇場コンサート ホール
7月21日（金） ＠長岡リリックホール コンサートホール
7月28日（金） ＠富山県教育文化会館
8月3日（木） ＠札幌市コンサートホールKitara
8月4日（金） ＠函館市芸術ホール
8月6日（日） ＠福岡シンフォニーホール(アクロス福岡)
8月17日（木） ＠岩手県民会館中ホール
8月20日（日） ＠福島市音楽堂
8月26日（土） ＠兵庫県立芸術文化センターKOBELCO大ホール
8月31日（木） ＠秋田アトリオン音楽ホール
9月1日（金） ＠東京オペラシティ コンサートホール
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集中力。パワフルに、繊細に、思い切りよく駆け抜ける

演奏中の写真： 🄫青柳聡氏
（演奏中、舞台上の写真は全てツアー初日、ミューザ川崎での公演時のもの）
会場写真は財団事務局撮影

反田さんが登場。

やや低めにセットされた椅子。ストレッチの
ように指をほぐし、すっと弾き始める。

最初の曲はスクリャービンの幻想曲。モスク
ワ音楽院で研鑽を積んできた反田さん、ロ
シアに行き、初めて取り組んだ作品が、この
曲だったそうだ。ダイナミックな音を響かせ、
会場の皆様をぐっと惹きつける。

２曲目はドビュッシー「喜びの島」。色彩豊か
な曲を軽やかにきらきらと。続いては
ドビュッシーの「月の光」。曲と寄り添うような
美しく優しい音色に情景が浮かぶ。

一転して軽快なリズムで始まったのは、
シューマンの「ウィーンの謝肉祭の道化」。
ジムで筋力トレーニングを欠かさないという
反田さん。筋力によるものなのか、手指も強
靭そうだ。たっぷりの強音の力強さと弱音の
繊細さ、リズムの緩急の表現が、無理なく自
然体で美しい。弾きながら口を動かしている。
曲と語り合っているのか、口ずさんでいるの
か。柔らかい表情は、なんだか
幸せそうに見え、こちらも
幸せな気分で聴き入る。
ラストの楽章を華やかに
弾き終えて前半終了。
熱い拍手が何度も贈られていた。

後半はショパンの４つのマズルカOp.17でス
タート。第10番、11番、12番、13番の４曲を流
れるように弾いていく。ポーランドの民族舞
曲がベースのマズルカを、しなやかに、楽し
そうに演奏する。

そして最後はショパン「12のエチュード（練習
曲）Op.10」。３番「別れの曲」、５番「黒鍵のエ
チュード」、12番「革命のエチュード」など、よ
く知られた曲も含め、全12曲を一気に弾いて
いく。
凄まじい集中力。音楽に対する自身の姿勢
や想いを凝縮し、迷いなく音で表しているか
のよう。パワフルに、かつ抒情的に駆け抜け
ていく。
ラストの「革命」を大迫力で弾き終えると、客
席の皆様からは大きな拍手とブラヴォーの
声。何度も繰り返される
カーテンコールに応える
たたずまいも個性的。

アンコールにはリストの
「水の上を歩くパオラの聖フランチェスコ」。
鳴りやまぬ拍手にもう１曲。反田さんのアン
コール定番となりつつあるシューマン/リスト
「献呈」も弾いてくれた。
圧巻の演奏に満席の会場の皆様も大満足
のご様子。熱気と興奮が会場を包んだ。

終演後のサイン会は長蛇の列。多くの方々
がサインのあとも最後まで残り、サイン会を
終えて楽屋へ戻る反田さんを
温かい拍手で見送って
くださっていた。
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「会場ならではのライブ感を味わっていただけたら」

＜演奏会概要＞

◆プログラム
＜ツアー・プログラムⅠ ＞
スクリャービン：幻想曲 Op.28
ドビュッシー：喜びの島
ドビュッシー：ベルガマスク組曲第3曲「月の光」
シューマン：ウィーンの謝肉祭の道化 Op.26
ショパン：4つのマズルカ Op.17
ショパン：12の練習曲 Op.10
◆アンコール
リスト：「水の上を歩くパオラの聖フランチェスコ」
シューマン/リスト：「献呈」

終演後、反田さんに話を聞いた。

－充実のプログラム；
「・・・ツアーのプログラムを考えるにあたり試み
た曲目リクエストで一番多かったのがショパン
のエチュードでした。絵画的で素晴らしい作品
ですので、この曲を今回のツアーで繰り返すこ
とは、自分の、ある種飛躍のためにもプラスだ
と思い、組んでみました」
「・・・最初の曲は、ロシアに住んでいたのでロシ
アの曲から始めようと。・・・『喜びの島』は、『の
だめ』で知って。リサイタルで弾いてみたいと
思っていたので入れてみました」
人気作品『のだめカンタービレ（二ノ宮知子氏
作）』の大ファンである反田さん、実家にはもち
ろん全巻揃っているそうだ。

－ 各会場、多くの方がご来場。どんな演奏を
しようと？
「・・・聴いてくださる方々が自分の演奏をどう捉
えてくださっているのか、自分ではよくわからな
いのですが・・・でも、もし自分が聴く立場だった
ら、ミスタッチが全くなくて、すごくきれいな演奏
で、というのも凄いと思うけれど、何かライブ感
というか、そういうものがあるのがいいかなと
思っています」 「・・・演奏している際も、時間と
いうものは動いています。たぶんCDだと、その
感覚が少し違うと思うんです。オーディオで聴く
場合と会場で聴く場合の違いというか、空気感
とか、その時の温度、湿度、様々なものを感じ
ながらライブ感を味わっていただければ・・・」

本人写真は終演後のサイン会時
上はツアー共通の特製プログラム

ピアノに打ち込んだきっかけは11歳のときの指
揮体験。オーケストラを振る機会を得、非常に感
動を覚えたそうだ。「指揮者になりたい」と先生に
伝えたら、「まずは楽器を弾けること。ピアノを
ちゃんとやりなさい」とアドバイスをいただいたこ
とが今につながっている。

「・・・そういうこともあって、今、ピアノコンチェルト
を書き始めています。『指揮者になりたい』と思
いながらピアノを弾いている人達を想定した、ピ
アニストのための『弾き振り（ピアノを弾きながら
指揮も振る）』のコンチェルトです。・・・意外に思
われるかもしれませんが、自分の作風は古典派
です（笑） 」

２年先、２年半先・・・、と予定が詰まる反田さん。
これだけ多忙でも、どんどんアイデアが生まれ、
またそれを実行に移すべく、どんどん挑んでい
るようだ。少し前には、同年代の音楽家仲間と
の新しいユニット（“MLMダブル・カルテット”）の
立ち上げが発表された。 「・・・ありがたいことに
今、いろいろな機会をいただいています。そうし
た機会で得た経験を活かし、仲間との活動も
始めます。小さな子供達や同年代のみんなに
“音楽を愛する”という事を共感して
いただけたらいいなと思っています」
・・・次々と楽しそうに語ってくれた。

もともと、いろんなジャンルの音楽が好きという
反田さん。クラシックという枠にこだわっていな
いというか、そもそもくくっていないというか・・・。
その演奏や話からも印象強い、のびのびとした
自由でナチュラルな感性で、どんどん駆け抜け
ていくのであろう。

ツアーもまだまだ続く。暑い夏場、体調維持
にも気を遣うことだろう。
反田さん、ラストまで素敵な演奏を！

筆者の後ろの座席で聴いて
いらしたご夫婦が、まさに、
『CDもいいけどライブはまた
全然違うね。本当にライブ
だね。来てよかったね』と
話されていたことを伝えると、
ぱっと、うれしそうな笑顔。
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【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】



6

【コンサート・プログラム】
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【コンサート・プログラム】


